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グループ理念
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創業者精神
グループ理念の基となっているのが、創業者・安藤百福が掲げた4つの言葉。 

この創業者精神は、変わることのない日清食品グループの価値観です。
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「EARTH FOOD CHALLENGE ����」

'8øÀM»2¾�¤NïÉ£é¾~上¾¯Á�tL¿o|3�Î¡c_ �qWa[[�W�q_½½cµXcW�nrn��»Ç¿z¿±w°¾|3�Î

��o7{¾柱N¿�¡´N5Ã,¦へ¾�Æ¥£��N¡�O<`è¬へ¾�Æ¥£���x©�Kz�u

W|31¬¾Ä�I�O<`è¬�oö材料£�¾×lや³���¶@¦{�buÑtrへ¾q�o9$#¾à$,`¾<eMどさz�z

Mhz�I±Ñ�°NËÑo&ÍM��リCク�\¦NHG�Kz�wÃ»����a�¼�¶BWき*�SM��DCへ¾aUhz¶{K

�oRxP¾ãMや³���¾増加MどV�{�¦©{¾·ナリE�¦K�分X¿±上�oíB»�Å-�Kz�w¤在o>=Dや;{

øÀ=DÈ0¨:�Ð�¾ãMo^´N¾Ã8SM利¦Mど��¨¿�K¦6Ëo¢u4�3Mど¾|3�ò低�¶´�¦/ª.�¶I

)�¿�Kz�wさÑ¶o�O<`¾(2¶~Ï±R¯P��加速させ¦±-o�n�nÐ!¸¶�d  �t�¾�B��Ç¾RØ�o�n��Ð�

¸¶jÉ,`��¦�¦Ð�¾;{øÀ=DÈ0¨�nn%�¹�tL�国�イニ·��ブ c�nnへä!¿�Kz�w c�nnä!�r�o®

È¨¥;T¾;{øÀ=DÈ0¨比8�数パ¨
£ト�¿±Vo�n��Ðô¶�約�b%へN~上¿�Kz�w7き8きo>=DÈ0¨¨

»o;{øÀ=DÈ0¨や×Ã8M=DÈ0¨��¾ãMMど�Å-¦6Ëo�nÌnÐz�¶�d Ql��カ¨/£bニÁ¨トラÈ

（D�トbÓロ）W¶�¦°N�tL¿�Kz�w

û



 資源有効活用のチャレンジでは、2030年までに「持続可能なパーム油の調達100%」（国内即席めんについては2025年）を目指し、森林

破壊の防止や労働者の人権に配慮の上、生産されたことが確認できるパーム油の調達拡大を進めています。また、「日清食品グループ持

続可能なパーム油調達コミットメント（NDPE方針を含む）」の遵守に向け、今年5月に2030年までの取り組み指針を公開しました。本

指針をもとに、サプライチェーンの上流に位置する搾油工場 (ミル) やアブラヤシ農園に対する包括的な支援に取り組んでいます。具体的

には、衛星モニタリングツールによるアブラヤシ農園や搾油工場（ミル）周辺の森林破壊リスク確認や、サプライヤーの名称や所在地 

（位置情報）を集約したパーム油のミルリストの作成・管理、アブラヤシ農家へのアンケート調査・直接対話を通した現地調査などの施

策を進めています。

※パリ協定と整合し世界の平均気温の上昇を産業革命前に比べ2℃を十分に下回る水準に抑える科学的な根拠に基づいたものとして、

Science Based Targets（SBT）が認定している。
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ブラ3;力を生かし、困難な局面を乗り切'ため)

2020年度下期³世界的に資材W格が高騰し、特に、パーム油、小麦粉、原油を使用する各種資材のK上がりが顕著です。こうした状況

を受け、海外に続き日本国内でもW格改定を実施させていたIきました。今回のW格改定は、自助努力Iけではコストの増£を吸収しき

れないと判断したための措置になりますが、引き続き、経営の効率化を図り、よりおいし°、よりWKのCる製品をお届けできるよう努

めてまいります。
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数字で見る日清食品グループ

2021年度実績

業績推移

売上収益

単位：億円

2018,3
月

期

2019,3
月

期

2020,3
月

期

2018,3
月

期

2022,3
月

期

通
期

:4
,4

09億
円

通
期

:4
,5

10億
円

通
期

:4
,6

89億
円

通
期

:5
,0

61億
円

通
期

:5
,6

97億
円 営業利益/コア営業利益※

単位：億円

※2021年3月期からはコア営業利益を記載

2018,3
月

期

通
期

:3
52億

円

2019,3
月

期

通
期

:2
90億

円

2020,3
月

期

通
期

:4
13億

円

2021,3
月

期

通
期

:5
06億

円

2022,3
月

期

通
期

:4
66億

円
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※2021年度実績

※1 国内・海外グループ会社の無期雇用社員（米国日清を除く）

※2 対象：国内・海外グループ会社の正社員

※3 年度末である3月時点
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日清食品グループの今

私たちは、国内だけではなく、海外事業の高付加価値市場におけるトップカンパニーへの躍進を進めています。各地域におけるブラ

ンド戦略を展開することで成長を続け、世界中を「食」の楽しみや喜びで満たすトップカンパニーを目指します。

日清食品グループの事業分野
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日清食品グループの事業分野

売上収益 コア営業利益

売上収益 コア営業利益
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グローバル事業展開

※2021年度実績
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拠点数

※2022年3月末

※有価証券報告書に基づいて記載
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�¢¡ ���£��

近J8]んぱ�質s栄養素�tjs重要KR注目Sb8健康s]めP摂gA

:人R増|jp:�����背景P8]んぱ�質補給��s市場Ru幅PV

utjplAc

 「�ッHヌ~ド�PRO高]んぱ�&低糖質」x8「�ッHヌ~ド�」�tp

味わp��べ1|x[sllP8]んぱ�質�15g配合t8「低糖質三層h

ラ`0+」PN7j"糖質50%OFF"�実現t]国内初s]んぱ�質強��ッ

H麺TAdHiD`I�表A"Hi"�上位モデ�P冠Sb:"Pro"�pY2k

s意味�持]せ8「�ッHヌ~ド�PRO」�名付けlt]c

 2021J4月P2�.売8S�P2022J3月P83hレ~バ~目�tj「チリm

Bmヌ~ド�」�.売t8pずbも好調�,売�続けjお�lAd健康意識

s高p3�中心PL�sお客Slか�ご愛顧p]だe82021J度J間s,

売計画s82倍以上s,売�実現tlt]d

最強どん兵衛

近Jsラ`h_タ`�sv�PN�8w々s��Pほんs少ts贅沢�エI

タ�^�Hラ_A:3R増|jplAd[�T8w常�アッHデ~mt]p

3P向け]a商�「w�s最強�ん兵衛」�2022J3月P.売tlt]c

 「w�s最強�ん兵衛 ekねY�ん」x8通常s「�ん兵衛」N�も太

�8"もちもち�^"�アッHt]"極太Y�ん"86種s合わせだt�使用t

]昆布s後引�旨みR特長skゆ8通常N�もぶ厚�8噛むほ�P旨みR\

み出A"ふ7��おあげ"R特長TAd特?P調合t]「特0ゆず七味唐辛

子」�入b:�8香�高p上質�ゆずs香�R広R�lAc

 「w�s最強�ん兵衛 かe揚げ[ば」もY�ん�同(8麺;kゆ;具材;

七味sAべjRa/.��7jお�lAc

 麺;kゆ;具材;七味sAべjR主役s�s「w�s最強�ん兵衛」Pk

pj8SNS上Tx驚es反1RL数投稿Sbjお�8おかげSlT想定�遥

かP超|:売b行e��7jお�lAd
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イノベーション

知的財産

日清食品グループは、総合食品グループとして、各カテゴリーの中で常にNo.1ブランドを創造・育成していき、No.1ブランドの集合体として形成される「ブラン

ディング・コーポレーション」の実現を目指し、より一層、ゆるぎない経営基盤を築きながら、企業価値および株主共同の利益の確保・向上に努めております。当

社の競争優位性の一つとして、長年培ってきた加工技術に基づく「Food Tech Company」 としての競争力があります。 これを下支えするのが、日清食品グループ

全体の製品群をカバーする特許や商標といった知的財産です。2021年5月 に公表した中長期成長戦略において、3つのテーマの1つに「フードサイエンスとの共創に

よる“未来の食”」づくりを掲げており、当社の知的財産を最大限活用することでさらなる飛躍を目指しております。

特許件数

おいしさと.?、�Cに�'した製品を/さまにお*0するために、(&め#を中Eとした!産技術H�およ

び.?と��に�する基�・�用91を�っています。現�では、の成3としてグループ全体で�����

�、��� ��の特許を+$しています。

j��W\特許�^・��W\ih�^は、Y利Vした�

のc[^をカRンPしています。

�|~yxztv{s特許qpnuw}o�

日清食品»ールディングスが保µする(&め#�£の特許ポーPフ�リ®の�産について、�

「�テンPスコ¤」を利用したポ�ションマ�プjを�成しました。

ÇÄ�|~yxz ÏÇ�|~yxz

・Öの大きさは特許�^。

j ・株式会社�テンP・リザルP社調[。「�テンPスコ¤」とは、特許の注目度を指標Vしたもので、�テンPスコ¤の^値が高いほど、「市場の注

目度が高い特許」と評価される。各社が保µする特許�産を質と量の両面から評価した総合力を縦軸に、保µする中で最も価値の高い特許の個別力を横

軸に置く。
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代表的なイノベーション

従来のめんは、製造効率のためにウェーブがかっていたが、

独自の製法で大量生産と真っすぐなめんの両立を実現

ストレート麺製法

内層と外層からなる3層構造とすることで、独自の食感を持

たせる製法

3層麺製法

調理時に流出しやすい栄養素をめんの中心に閉じ込めなが

ら、味への影響を軽減させる製めん技術

栄養ホールドプレス製法

約170種類の塩から分析を重ねてたどり着いた減塩に最適な

素材（塩化マグネシウム）を用いた製法

ソルトオフ製法

必要最小限の植物油をめんの表面にミストシャワーし、熱風

乾燥することで油分をカットする製法

ミスト・エアードライ製法

��や"�、大$���)などから�ら�た+�*、%カ

風味のか��こで#る��%カ*など、�(に�しい独自

素材

/1・2.イ-

X来^な食URSやP\MO化のDJのIGとAEさ�る<養�*を7F大5とZWでH8=Y3中

a養1

ifhegdcb j

植物�来のq%�マスyxスwッ)を用いてq%�マスpを

�1�にonmlたvk

�イオ�ス���-�プ
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https://www.nissin.com/jp/sustainability/feature/cultured-meat/?_ga=2.61796652.1296419310.1675392728-1740251577.1654073482


人が介在しない作業工程

不良品数が大幅減少、安全な生産体制に
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次世代スマートファクトリー

2018年10月に稼働を開始した日清食品の関西工場は、最新鋭の設備を備え、IoT技術を駆使して自動化や効率化を実現しています。これまで人の手で行っていた確

認、検査、原材料容器などの移動を自動化、人が介在しない作業工程を確立することで、人為的リスクの低減を図りました。結果、不良品発生率1個/100万個以下

を実現し、より安全な生産体制を確立することができました。

品質管理システムの心臓部「NASA室」 1/2の省人化を目指す 関西工場全景

�
工����	ストーリー� 

��� ����

)しいフー+�ク"*(ー$#! ��0��� ����&

「®e³�£¦�³シ±��Lm��³」と「®e³�食品安全�L¤」ª

oなる日清食品®³�の技術j開発j�L�}です。「snpE�A¥k」のt�シ±

�は、「最h«©gf³]テク¦e|³の`を^こし、�のYXい`動を�え§

なcPryに発�していc」ことです。M業SJIで�る「食HPV」�食がHり

てこ�PのyがVCになるD、「食M為P」�PのyのたBに食をMvするD、「A

zO食」�Aしcz�なa体はOい食生>ªoD、「食為=d」�食の<;は=dで

�るDEのhと、INN8¥ATI8N6「技術5新」、Q88°ESAQkTT6「食の安全」とい

_、食品4³¬³としての�etスをPrに21て発�していきます。

»しº·��µ� 

½¼

https://www.nissin.com/jp/recruit/nissinfoods/project/story_02.html?_ga=2.129505548.1296419310.1675392728-1740251577.1654073482
https://www.nissin.com/jp/about/thewave/?_ga=2.192877098.1296419310.1675392728-1740251577.1654073482


トピックス

東京栄養サミット

「東京栄養サミット2021」の開催に合わせて４つのコミットメントを策定

日清食品グループは、2021年12⽉に開催された「東京栄養サミット」に参画し、安藤CEOをはじめとした複数のメンバーが農林⽔産省等の主催

するセッションに登壇しました。本サミットでは、世界の栄養改善に向けて実効性のある⽬標を設定するため、企業を含むステークホルダー⾃ら

が実践する内容をコミットメントとして発表することが推奨され、当社グループも"栄養改善" と "持続可能な食料システム" の実現に向けたコ

ミットメントを策定しました。

全製品の健康・栄養性の向上を進める。

ウェルネス製品について、2030年までに

年間230億円に販売拡大する。

2030年までにアレルゲン推奨表示品目を精度高く

一斉に検査できる新規検査法を開発する。本法を

用いて、累計検査数10万回以上分析を行い、拡

大・普及を進める。

即席めんの動物性たんぱく質具材について、

2030年までに植物性たんぱく質の使用量を1,100

トンまで上げる。

日本での流通・販売領域の廃棄物総量を

2030年までに50%削減する（2015年比）。

トピックス

「チキンラーメン」の“しましま”が色彩商標として登録！

「��ン�ーメン」の���なI�を「�sY標」としてq�していまし

たが、2022年3�25日�haにY標登` �登`4W��Q53g0N1Wa されまし

た。 日清食品のG業e・安藤 ?= �あん�; もも>くa が発8した世界6

の5ンス2ント�ーメン「��ン�ーメン」は、1[5�年��25日の発売以

b、Z|い,の*(Cらd-vいた$いている!ングセ�ー1�ン で

す。 「��ン�ーメン」は、�年にUた�て�の��5ンをX��に��

続け、さらに大�CらP�もまでZ|い,Cら-されてきました。�のこ

とを3年&の��をCけ、yれてこの�しましま�のI�で「��ン�ーメ

ン」$とUCること、つま�、�れ��なさまに+#した1�ン であ

ることが�められ登`とな�ました。「��ン�ーメン」の�sY標が登

`されたことは、��品@策の��Cらも��があ�ますR

 このDにも201�年に�ップmー ルの容�の���Mの��Y標も登`

されています。
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事業活動

2021年度 事業セグメント別の概況

国内即席めん事業

日清食品 （前期比）

売上収益 2,108億円 +3％

コア営業利益 306億円 △4％

営業利益 308億円 △4％

・カップめん類では、「カップヌードルPRO」シリーズ、「カップヌードル辛麺」の売

上が引き続き好調。既存のフレーバー同士を合体させたカップヌードル発売50周年記念

商品「カップヌードルスーパー合体」シリーズも貢献。2022年3月に発売した“すべてが

主役”のこだわり抜いた「最強どん兵衛」も売上に貢献

・袋めん類「日清ラ王」シリーズが売上を伸ばしたが、前期比では減収

・カップライス類は、「日清カレーメシ」シリーズが好調で増収

・利益面では設備更新に伴う減価償却費の増加、原材料価格の上昇等により減益

明星食品 （前期比）

売上収益 379億円 +1％

コア営業利益 24億円 △23％

営業利益 24億円 △23％

売上収益

・袋めん類は「�����ルメラ」が「��辛麺」�「も�しが��う�い�� ば」

「���麺�」も売上に貢献

・カップめん類は「)1I麺」が好調の「���SB<:」�、「���5/32ん@T

の; ば」がO調。「���Cい�G5/32ん+*(」も貢献

・利益面では、原材料価格の上昇、減価償却費の増加等により減益

XZ\Y[事業

（前期比）

売上収益 809億円 +4％

コア営業利益 33億円 △4％

営業利益 34億円 △^％

dc`事業

・「�|のできzTのラーメt」「��麺のrv」�「p�Tシリーズ」lどのラーメ

t�の売上がO調にfe

��事業

・「®§�日清SB�°lし³¥麺���り」「®§�日清©麺 

「®§�日清��麺�」「®§�日清も3���パス´」の�シリーズが�調

・利益面では原価½の上昇により減益

Y[事業

・ã)ÜÑをà50âÝæÚÙ00âÝに増�した「ÎルÔルÙ00」を発売し好調にfe

・前年度コロナ禍での需要アップの反動�コロナ禍におけzCVS（コtビニエtススト

ア）での売上低迷により減収

・利益面では前年度コロナ禍での需要アップの反動、広告宣伝費等の増加により減益
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菓子事業

（前期比）

売上収益 690億円 +68％

コア営業利益 32億円 +23％

営業利益 33億円 +25％

・2020年12月、湖池屋の連結子会社化により、当期12カ月分の経営成績が反映（前期

は4ヶ月分）

・緊急事態宣言後に需要増加の反動があったものの「ごろグラ」シリーズが好調に推移

・新カテゴリーの「日清シスコのホットシリアル」が順調に拡大、「海鮮揚煎」シリー

ズをはじめとした主力商品も好調に推移

・60周年記念商品「KOIKEYA The」シリーズなどを展開し高付加価値経営を推進

海外事業

米州地域 （前期比）

売上収益 873億円 +23％

コア営業利益 29億円 △27％

営業利益 30億円 △26％

・ブラジルでは、感染症拡大の影響による内食需要増、積極的な営業・マーケティング

施策でさらなる間口・奥行きを獲得

・主力商品「Nissin Lamen」や「CUP NOODLES」も引き続き好調に推移

・米国では、差別優位性を明確にした高価格帯商品の販売が好調

・利益面では、継続する主要原材料、物流費および人件費高騰が主要因となり減益

中国地域 （前期比）

売上収益 555億円 +15％

コア営業利益 61億円 +11％

営業利益 60億円 +5％

・高付加価値商品市場の拡大を受け、販売エリア拡大と中国版カップヌードル「合味

道」のブランド強化

・中国大陸でのカップヌードルブランド群の販売ボリューム増、香港での新型コロナウ

イルス感染症の再拡大による需要増、対円での現地通貨高による為替換算影響で増収

・利益面では、中国大陸での原材料費の高騰を販売ボリューム増による増収効果により

吸収し増益

アジア地域 （前期比）

売上収益 148億円 +17％

コア営業利益 41億円 +2％

営業利益 35億円 △13％

・全ての地域で増収

・主にタイ、インド、シンガポールにおいて売上増加により原材料コストを吸収し増益

EMEA地域 （前期比）

売上収益 114億円 +25％

コア営業利益 4億円 △77％

営業利益 5億円 △72％

・「CUP NOODLES」「Soba」「Demae Ramen」ブランドが好調に推移

・原材料高騰、持分法適用会社の減益により前期比マイナス
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※1 IFR����業43から&積極76先行投O>予��� 新規事業<係�損3Lおよび(�常損3G�!�

 @�他収支L>控除�たNon-GAAP�重要��管理指�

※I 相対T�R（TOPIX食料品対比）Q&以下�算�式<基づき算出��も�G����

相対T�R ＝
対象F間<おけ�当社T�R

対象F間<おけ�TOPIX食料品（配当込み）�N?/

＝
（B ＋ H） ÷ A

E ÷ D

A:当事業年度�3事業年度前�1～3月<おけ�3か月間�当社�式�終�平均

B:当事業年度�1～3月<おけ�3か月間�当社�式�終�平均

H:当事業年度>含む過去3事業年度前<おけ�1�当た�配当額�累計

D:当事業年度�3事業年度前�1～3月<おけ�3か月間�TOPIX食料品（配当込み）�終�平均

E:当事業年度�1～3月<おけ�3か月間�TOPIX食料品（配当込み）�終�平均

※D (5��<R"!Q&ITDT年度����

※4 外部認証�,;および独自アセスメン#<よ�
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健康Ì気遣っÂo§楽¦«¼失わ��dÞWell-beingm低下¦Â¦

À¶À ��´メ�Þª�´Þdんv¿®�Þ健康�配慮¦w¤�

バ��£� �²Þ好p®m§ÌoべÂ¶�だけf無意識§うち

�未病対策¼進んf¶くÞそん®世界¼¿く��§f{®¶v�

創業q精神v�ぶ�ずÞv¿先進性§あ��長£¹´�´Ì打ち

ÁÂÞ»未来§o°§創造�取り組んf¶pw¶d考³Â¶À �

そ§wめ�{ÞgTØ©´~§»Õ¶¦¶SR¤�o°ÌÞ¶¿

fmÞ�Öfm手�dっÂ¶wだけ�ようÞ½ÀざÀ®タ�チポ�

�¹（Ú小売販売ÉT員o堂µ医療連携Èi��©対策�£�´

¹シティ¾�）Ì通じÂ多H的�展開¦Â¶pÀ �

»EARTH¾FOOD¾CREATOR°d¦ÂÞ

新w®o§可能性Ì追求 �

»�mÀだÑっÂ®¶Öd�チ>���¦Â¶く°Öd¼z�oCØ

©´~§bD{�f �失hÌW�ずÞ新¦¶ÖdÌ^先¦Â9うr

業MÅ¼Þ創業�v�Ind0け|¼�Â¶À �

¾ÀwÞ長�的®�U'fDCfp�?��{Þ創業:¼¶�\Td¶

うÖdmあ�f¦Aう�mち�んÞ4�的�m32Ì¡¦Â¶v®け

�²Þ.,v�§)(Ì¶wだくÖd{fpÀiん¼Þc��oÌ通

¦ÂT\��§よう�Q#¦Â¶くvÌv�考³Â¶À �Ö§よう

® �¼Þチ>���精神Ì;�¦ �§f �

¾gTØ©´~¼考³�i´�テ��d{ÞÕ¶¦くÂ�§健康�mQ

#fp�»H���n¾Well-being°de�§健康§»"l�ne`��-¾He�l`J¾

t
�
`�in�bili`-	°Ìc��Fw m§f �z�oCØ©´~{Þ

»EARTH¾FOOD¾CREATOR°d¦ÂÖ�v�m進ÅÌ�けÞ新w®o

§可能性Ì追求¦Â¶pÀ �

«�:�¨¦¢(§¤(�'�£ ®

½´¼»¹¸¹¶³µ²·±°º¯

新規事業へ§投資{Þ既存事業§[ア営業32v�|�的�c%v�1Ý%Ì投下¦Þ2Ý22年t{パ�ケ´�i´�Ì中心�売J

3Ý億円Þ2Ý23年t{1ÝÝ億円規模Ì目指¦À �Ø©´~¼Ó有 �»I°§¯Ë�頼�だけf®くÞ£タ´¹ア�~�§

»外°§¯ËÑ考³方mF極的�取り入�®¼�ÞÀず{3年v�c年ÌvけÂÞSR¤�o§研究Ì通じÂ生À�wz�oC独

^§テ�ノj�´Ì�¶Â開O¦wÞ33種類§¤��dÕ¶¦½§SRバ��£Ì�現¦w»SRメシ°シ�´ズÌ定着½iÂ

¶pÀ �

¾ÀずÞiァ´£¹£テ�~d¦Â§パ�ケ´�i´�{Þ2Ý22年c月�`����£¹アv�£タ´¹¦Þy部小売店fm展開

¦Â¶À �そ¦ÂÞ今;{冷凍oCÞ菓子Þ飲料®�§製C展開�Ò³Þiァ£¹i´�ÑÞiァミ�´�£¹���§外o

産業�¿¶ÂmÞgTØ©´~§�シピÑi´�テ�ノj�´Ì提供¦Þ½��タ�チポ��¹§拡AÌ進めÂÀ¶りÀ �

«�:)¤'はこちら£

2Ý22年c月�SRメシシ�´ズÌ£タ´¹�シ�´ズ販売数¾O売1ヶ月f1ÝÝ万oÌ突破��ピ´¹^m2桁KJ！

®
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2021年、グループ戦略全般を担うCSOに就任後、世界はコロナ禍の継

続やロシア・ウクライナ情勢、資材価格の高騰、大幅な円安、インフ

レ圧力の増大など、経営の舵取りが難しい「VUCA」時代に入ってい

ます。こうした状況下、私が所管する経営企画プラットフォームで

は、グローバルサプライチェーンはどう動くべきか、日本の食料安全

保障やエネルギー安全保障を含めてどう考えるべきか、グローバルリ

スクをどうマネジメントしていくべきか、といった経営課題に対し、

現場レベルにおいてはミクロ目線で情報を収集しながら、グローバル

社会全体の流れ、環境の変化をマクロの眼で俯瞰し、状況を見極めて

まいりました。そうした情報や知見を全て統合することで、決断すべ

きことが見えてきます。例えば、世界のマーケットを見たときに、米

国、メキシコ、ブラジルの各国の状況は現地で把握できますが、米州

という俯瞰的な立場では判断は変わってきます。このような分析は当

部門の役割です。

;:8のミッショDとは

私のミッシÅンは、�¾会社としてグループの�ートフォリÌ経営を担い、時代や環境の変�に¤¦グループ会社をÎ�で»く¢で�p

を
め、日�食Ðグループの企�価�を�大化することにÏります。環境価�、社会価�、経�価�をそれjれ�大化していくために

は、全ての�動をインクルージÅンし、u��pの企画・�Âをリー�していくÇqがÏり、グループ全体の動きを分析し、n価してい

くことがdqです。bまり、経営全体をサイエンスZからLえる「コー�レート・サイエンSRフRック・ÌーケストレーKー」という

JジÅンを�って�Hに取り½Fでいます�

z私のバリ¯ーは�E情報を3にA収・�@し、それを経営にÉOしていくことCと考えています。経営目<をÈ;するために、6ト・4

1・�ネをどこにQ資していくのか。Æ0を�Âする½/や.-、プロÍスをどのように��していくのか。)'Aなどの戦略的なアライ

アンス=含めて��的に取り½FでいくÇqがÏり、変わり:く経営環境の�で、�え�課題を%見し、�決0を�5�しています�

zまた、経営企画プラットフォームは、経営企画からグローバル営�、情報・Ã�、そしてサプライチェーンu��pまで�バーするc門

化集	を$下に�することで、グループ全体を俯瞰した情報y!を
め、½/�にÎ�をËすことがdqなミッシÅンCと�¦ていま

す。当部門が�ブとなることで、グループ全体のシナジーの��にbなtること=�(になると考えています。
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環境戦略(EARTH FOOD CHALLENGE 2030)

EARTH FOOD CHALLENGE 2030

日清食品グループは、人類を「食」の楽しみや喜びで満たすことを通じて社会や地球に貢献する「EARTH FOOD CREATOR」をグループ理念に掲げ、持続可能な社

会の実現と企業価値の向上を目指しています。近年、気候変動をはじめとする地球規模での環境問題が顕在化する中、世界中の人々の食を支えるグローバルカンパ

ニーとして、より高いレベルでの環境対策推進を重要経営課題と位置付け、この「EARTH FOOD CHALLENGE 2030」を策定しました。「EARTH FOOD CHALLENGE 

2030」は、地球資源を取り巻く環境の保護および資源の有効活用に挑戦する「資源有効活用へのチャレンジ(EARTH MATERIAL CHALLENGE)」と、日清食品グルー

プの事業活動全般におけるCO₂排出量削減に挑戦する「気候変動問題へのチャレンジ(GREEN FOOD CHALLENGE)」の2つを柱としています。そして、「EARTH 

MATERIAL CHALLENGE」では「地球にやさしい調達」「地球資源の節約」「ごみの無い地球」の3つを、「GREEN FOOD CHALLENGE」では「グリーンな電力で作

る」「グリーンな食材で作る」「グリーンな包材で届ける」の3つを活動テーマに据えました。日清食品グループは、それぞれの活動テーマごとに設定した目標の

達成に向けて、グループ一丸となって取り組んでいます。

有限資源の有効活用にチャレンジ
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TCFD対応

食を創り出す企業で構成される日清食品グループは、気候変動によって原材料価格の高騰や製造工場の被害、消費者の購買活動の変化などさまざまな影響を受ける

ことから、気候変動を重要な経営リスクの一つとして位置付けています。日清食品ホールディングスでは、金融安定理事会によって設置された「気候関連財務情報

開示タスクフォース」(TCFD)が提言する「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指標と目標」に関する情報開示に賛同するとともに、2019年5月に設立された

「TCFDコンソーシアム」に参画しています。

TCFDが提言する開示項目に対する日清食品グループの取り組み概要

ガバナンス

気候変動問題は重要な経営課題であると認識し、代表取締役社長・CEOを委員長とする「サステナビリティ委員会」で気候変動が当社

グループにもたらすリスクと機会となる要因をはじめとしたさまざまな環境課題への対応を検討しています。2019年度は、当社グルー

プの環境戦略「EARTH FOOD CHALLENGE 2030」を策定し、経営会議を経た後、取締役会に本戦略を報告しました。また、2021年4

月には「取締役会」の諮問機関として「サステナビリティ・アドバイザリーボード」を設置し、当社グループに影響を及ぼすESGテー

マについて、経営層と外部有識者が協議する場を設けました。協議した内容は外部に開示するとともに、会社の経営方針や各種施策に

反映していきます。

戦略

日清食品グループの環境戦略である「EARTH FOOD CHALLENGE 2030」は、2019年度に実施した気候変動のシナリオ分析の結果をも

とに、CO₂排出量、水使用量、廃棄物における数値目標を掲げています。目標の達成に向けて取り組むことで気候変動リスクを低減す

るとともに、ビジネス機会を創出できる企業体を目指して植物代替肉の使用推進や培養肉の開発、環境負荷の低い原材料の開発などの

取り組みを進めていきます。

シナリオ分析

日清食品グループでは、事業活動に気候変動が及ぼす影響を把握するためにプロジェクトチームを立ち上げ、2017年に公表された

TCFD提言を踏まえたシナリオ分析を実施しました。気候変動が原材料調達から工場の稼働、製品製造に及ぼす移行リスクと物理リス

クを洗い出し、事業への影響度が高い気候変動関連リスクを重点的に分析した結果、主要な原材料の調達に関わるリスクが当社グルー

プの中長期的な成長を阻む可能性は少ないと判断しました。一方で、温室効果ガスに対する排出規制が強化され炭素税が上昇した場

合、当社グループの収益に与える影響が大きくなる可能性があることが判明しました。

リスク管理
日清食品グループでは、取締役会の管理下に「総合リスク対策委員会」を設置し、環境リスクを含むさまざまなリスクの管理状況を把

握し、企業価値の毀損を回避するよう努めています。

指標と目標

日清食品グループの環境戦略である「EARTH FOOD CHALLENGE 2030」に、2030年までにスコープ1V2排出量を30��減し、スコー

プ3排出量を15��減する(1Y年度�)目標を掲げています。;の�か、廃棄物、原材料調達、水使用量に関する目標を掲げています。

TSは、�設�ージを
Rく�さい。
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https://www.nissin.com/jp/sustainability/feature/efc2030/?_ga=2.192879146.1296419310.1675392728-1740251577.1654073482
https://www.nissin.com/jp/sustainability/environment/policy/risk/?_ga=2.166166206.1296419310.1675392728-1740251577.1654073482


サステナビリティ推進体制

環境や社会の課題を解決しながら持続的成長を果たすため、日清食品グループは2020年4月に、代表取締役社長・CEOを委員長とする「サステナビリティ委員会」

を設立し、その傘下に5つのワーキンググループを設けました。委員会の事務局は経営企画部、環境推進部、広報部サステナビリティ推進室が担い、各ワーキンググ

ループには関係部署が参画しています。また、2021年4月からは、取締役会の諮問機関として、外部有識者を中心とした「サステナビリティ・アドバイザリーボー

ド」を設置しています。
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日清食品グループのサステナビリティ

日清食品グループは、ダイバーシティの観点で課題があると認識していま

す。例えば、2025年に女性管理職比率を10%まで高める目標を立てていま

すが、この数値をどう考えるか。そもそも日本企業における女性管理職・

役員の割合は、世界と比較して低水準です。この背景には、キャリアを積

んできた女性の絶対数が不足しているなどさまざまあると思いますが、ラ

イフステージの変化、例えば、子育て中なので出張ができない、あるいは

転勤ができないなどの理由で、自身のキャリアを中断せざるを得ない状況

に陥ってしまうことも一つの要因だと考えています。「企業拘束性」とい

う言葉にもあるように、最近の研究では、働くことに対する時間的・場所

的な拘束性が高い会社では女性従業員の定着率が上がらないというデータ

が出てきています。個人の時間の融通を企業側が許容できない環境が続く

と、キャリアアップのハードルが高く人材が定着しないという状況に陥り

ます。こうした課題に対し、女性取締役として女性従業員の意見に耳を傾

けながら解決に向けた提言を行っていきたいと考えています。

一方、パーム油や廃棄物の処理・再利用などの環境問題に対しては、先進的に取り組んでいると感じています。また、成長戦略に環境戦略

「EARTH FOODCHALLENGE 2030」を組み込み、2030年までの数値目標に設定している点は高く評価できるのではないでしょうか。国際的に非財

務情報の開示や施策が求められる中で、当社グループはグローバル企業として最先端の取り組み、情報開示を進めていると思います。例えば、統

合報告書である「VALUE REPORT 2021」では、統合思考のフレームワークを活用しながら、柳モデル※を利用して「ESG（非財務価値）と企業価

値の関係性」を明らかにするための活動を紹介するなど、先進的な手法を用いた取り組みが紹介されています。

※出所：非財務資本とエクイティ・スプレッドの同期化モデル：“CFOポリシー（中央経済社2020）”,柳（2020）

「日清食品グループ 中長期成長戦略」について

2021年�にスターxした「日清食品グループ 中長期成長戦略」につ

いては、�業を通じた社会的イ2パクx�出に向けた]きなZY性と

して「[W?�食」にo目しています。人材などの経>資6を活用し

た価値向上に取り組)企業が(い中、日清食品グループは�業によっ

てイ2パクx�出を目.すことのできるJeなP%です。食にまつ,

る、#しい、おいしいという価値だけでなく、食�ることで|=にな

るということは、社会にポジティ�なイ2パクxをもたらします。そ

れを���業として取り組)��にワクワクしますし、��にやさし

い「:ステ�Dリティ」だけでなく、人を�せにする「9ルDーイ

2グ」の�Tで�開している点にも	感しますK

 日清食品グループが�み出す�品、:ーDスからポジティ�なイ2パ

クxが�まれ、それが�に�いて、どのようにしてポジティ�に変容

していくのか。最先端の取り組みに関,ることができるのは、イ2パ

クx�資に関,る�として]きな7�です。
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日清食品ホールディングス株式会社は、2008年10月1日付にて、｢日清食品株式会社」から｢日清食品ホールディングス株式会社」に商号変更し、同時に、グループ

を大きく発展させるために持株会社制に移行しました。当社は、安全・安心な食品を提供し、株主、消費者、従業員、取引先、地域社会・住民など、すべてのス

テークホルダーの利益が最大化されるように事業を推進するとともに、コーポレー ト・ガバナンスの充実・強化を経営上の最重要課題の一つとして認識し、

���と
��の�経営の実�に�めて�ます。
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3続可¾0調達

ガバナンス

&ÒG��メッセージ

コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス�方針・\o

コーポレート・ガバナンス���

kータセIション

財¾・非財¾ハイライト

市�kータ

編集方針

c&情報

eU情報
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�¤�"����&�����<�"c��i�|���¢{� p�t¢nuqz`�����juh�nou�7XELay

2`�����juh��"�k�>��cY��VU"`���c�VU{�\TSRPNK�VUnH�F�nD>��z5�f�E"|��BAM�7�#

2`��@�J�?'��7�:8�63,�dn}q�^=+J�/6@(%�X"e/6@�"m$m].]]! [":8¤_`��3,�dn}q������

�����7XELaxsA7w91v"|�0¡nCzZ�f"`��@�9AgE-u�Lax�¤�"`��@�9n5�7"�Q`��¤kP�OW���

hA`�����4���¢�Ir��un/��7�Lax�£juh�A*�7�`���h�����Bn�ua�F�f�E"=+J�/6@AX�7w

9P0�1vz`�����juh���BA*E"G�n;)1��F�f�G�3blA;)1v�F�n-�7XELax�¤�"�¤���~c�c�

{�\T���Z
	���`������YAM�7�"�Q`��A/�a�F�3�b����7XELax

´²®©¯³¬°¨��±¥«§

¸¶��

^h���(�"`�������&Ahづく固ur分�"���@¤c�及び���果�達��A連動a�c�¢連動r分f��1v7X

E"!例f支給�7XELaxc�¢連動r分AMきL�7�"�¤�^連結c��i(�実�及び^��c��Y(�結果A応じh�額A対

�7|vぞv�大m$％ずM"合計f�大4$％�範囲f変動a�仕組み��7XE"翌.��^h���(�c�¢連動r分{� p1vLay

2¤_`��及び監査�AM�7�"^h���(�固ur分�み��7XELax

連結³¬指²

連結c�A連動a��iAM�7�"分�E�a1�短�>�収益�VUA資a���Z観	��" 下�5�n選択�7�Lax

��c��YAMきL�7�"c務執;n通じzc�達�3@¤c��VUAM�3���Z考���"���責���果n明-A�"|�計

画達��及び前�比n�Y�Lax�¤�¤c�"担�r門c�"担�~c@¤c����z�in踏L�7�Y�Lax��A応じ7"�Y

AXけ�Fv���i�b用ウェイト3異�ELax

売上収益

親会社の所有者に帰属する当期利益

指² ウェイト 達¥¸® 選択理由

30%

70%

計画達成度

計画達成度

本業での稼ぐ力を示す指標であるため

株主への最終責任を示す指標であるため
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¥v�L�¦�~{��§��TJ�~J����`�J{��L�=I|w�z�y��uJr��Jih��me|w�l��y5�J�

�q a_v��J^]��`�Jv�^]sJ�\[ZYXWJ^]�o|w��C zQMK¤eH9A?§��T>�ne|:6�4k

�K¢�T�~>9xj�Ud¢�D=G��`�gT��`��¨3¤eH2z�K¢��T>BN|�1�~80@Pg/c¥�T�1�

~80@P��..¤eH2zF�¢��T�~->80=G|�~{�A?leE

<9A?z�.¢§��T�1�~80@Pz�,3�+�`�z�K��*z)d¢BN�G(&7%$b>0�=G��S&7%$b§�

O#v"?�t"C�e|+ #v"?Jv�}Bq���z��Sq�z��|v���JR��-z)d¢�B=G|v���z)d(7

%$b�J����¢�!B7%$b�ay¤eH�K¢��S�`�>¡��§��K(�3z��T�1�~80@PzBN�G(���

�¢��JV�l�me|!B7%$b�z)d¢�t!B7%$b(yt��K¢9xj�Ud¢�D=G(�T�~>80=G¤eH

g�T�1�~80@PzBN|�f�'(e;�§5B��z£.¢��T�~J80z�
¢��T�~JV�	�pJ:6�80e|w

�>y¤eH2

����¯¬«®ª©

¶»º¹¯¬«®

Y+v�}Bq�z0�e|7%$bÈ&7%$bJ #v"?JÀ¿¾v���

Y�`��K¢J�qJ途�l�象者J�*z変更>|;�z§��GぞGJ�*z)d(&7%$bJ��12l�y�GぞGJ�*z在籍K(月��乗d(�J&7%$b�0�K¤eH

Y�象者>�`��K¢J�qJ途�l¡�K(;�§�在�q�z)d¢按分K(&7%$b�0�K¤eH

��指標

L結v�zL�e|指標z£.¢§���q a����uJr��JihJ�mJ観�か��¥既存#vコア営vih�����¥	�

TSR�-J指標Jうち��営諮問委1会>9A?J趣旨か�適切�判断K選択e|複�J指標J "平均-�使用K¤eH2022"?か�J "

�Jv�}Bq�z£.¢§�/cJ指標�選択K¢.¤eH

既存事業コア営業利益成長率

相対TSR

指標 ウェ»¹ 達成基準 選択理由

50%

50%

成長率の3年平均

3年間の相対TSR

本業での稼ぐ力を示す指標であるため

株主との利益共有ができる指標であるため
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な[n当社gnfiffa６`f8日開催_第74e定時株主総会に[い\n当社_取締役W社外取締役g除きYXbPについ\nwsr^型株式qm制度d導入Xるこ

とnこれに伴いn「株式qm型ストック・オプション」_qm枠g廃止Xることとln当社_取締役W社外取締役g除きYXbPに対ln本株主総会以後に[ける

職務執行_対価とl\n株式qm型ストック・オプションとl\_新株予約権_新規付与g行わないことd決議l\[ZYXb

政策保有! �縮減

fifiap`e�価¥zq�lに\「�後f�pa�にfic�a度���fi��当_|���株式_�~d行�nD」d¦lnfifca�`�Y�にfedk�l�Ka�

lYl_bZ_後nfifca�`cc日_fifia度Le決Oq�時に「�後faN度�ciiMQdEwとl_`A?W_nD」d2<ln当JnDに�bきnfifca度

:にnf�7につい\ p・f�7につい\-Qnfifia度�_時価�1Ol_0価p�8f7�8i8RTQ_?WdFIlnfifca度:に当JnD_E,_+*dK

al\[ZYXbな[nfiffa4`"日に開催!れ_取締役会に\当JnD_k�d決議l\[Znfiffa度��nDdk�ln!�なる�~d��YX\

 fiffap`�_|���株式_��gnfiffap`�m本8f444���iRTQ_c7��d�当n�外�7d除い_|���株式につい\g���8d�当となZYXb

fifcap`�時�����7��_|���株式gnfiffap`�時���7�7となZYX\

 な[nfiffa�`f4日付��
y	cy
 �[[�� ���株式dp��d`A取Bl_ことに�Zn�社g当社_��P¤)ir会社となZYl_bZ_�@n当J�7g|��

�株式��除外!れることとなZnfiffap`�時�_当J�7d除い_|���株式��47�8f�RTQgnfiffap`�m本8f_ci�8d�当となZYXb

¬
«

ª
©

¨
§

´
¯

®
³

±
²

ª


½
¼

»¹
»¸

º¹
·

¶
µ

Å
Ä

Â
À

©
¿

²
¾

Ç
Æ

Ë
Ê

É
È

Í
Ì

Ð
¾

Ú
Ó

Ù
Ö

Ú
Ô

×
Õ


³

Ï
Î

ß
Þ

Ó
Ï

¾
ç

ª
ä

²
â

á
æ

Ï

èè



�����������


�
�


	
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
��
��
�
�
�

&
%
#
!


 
�
�

(
'

,
+
*
)

.
-

1
�
;
4
:
7
;
5
8
6
�
�
0
/

@
?
4
0
�

H
�
E
�
C
B
G
0

MMLJKI

RQPTSON

XJWU [ZYY [ZY[ [ZY^ [ZYb [ZYd [ZYh [ZYl [ZYp [ZYu [Z[Z [Z[Y

y}|{y}zx ����~ ����� ���~� ����� ����� ����~ ����� ����� ����� ����� ����~

y}������� ���� ���� �~�� ���� ���� ���� ���~ �~�� �~�� �~�� ���~

¡ �x ��� ��� �~~ ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

©¥�x{¤£¢�x ��� ��� ��� ��� ��~ ��� �~� ��� ��~ ��� ���

»¹³º·¶µ´±½¼²°�x®

»¹³¬«ª¶µ´±½¼²�x
��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

ÐÏ�x{»¹³¬«ª¶µ´±¾

¼²ÐÏ�x
��� ��� �~� ��� ��� ��� �~� ~� ��� ��� ���

ÔÖÕ×{ÖÕÓÑ ����~ ����� ��~�� ����~ ����� ���~� ����~ ���~� ��~�� ����� �����

ëâÖè��®

»¹³¬«ªµ´Ùä�����
�~�� ���~ ���� ~��� ���� ���� ���� ���� ���� �~�� ����

ëâÖè�x�{»¹³¬«ªµ�

Ùä¼²�x���������
��~ ��� ��� ��� ~�� ��~ ��� ��� ��� ���� ���

�!���� � ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ~�� ~��

¡ 0-¶,½*).&%$#" ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��~ �~� ~�~ ���

;Ö0-¶,½*).&%$#" D���@ D���@ D��@ D��@ D���@ D���@ D�~�@ D���@ D���@ D���@ D��@

�y0-¶,½*).&%$#" D��@ D���@ D��@ D��@ D��@ D���@ D���@ ��� D���@ D���@ D���@

³º¼µ±°ÖÕ{³º¼µ±»¹´

¬«ªµ´Ùä�!¹©��¨�
������� ��~���� ������� ������� ������� ���~��� ������� ����~�� ������� ������� ���~���

³º¼µ±¼²°�x{ËèÃ³Ç

¼µ±¼²�x��¹©��¨�
��~�� �~��� �~��� ��~�� ����� ����� �~��� ����� ����� ����� �����

àãä³º¼µ±¼²�x ×�¨� ����� �~��� ����� �~~�� ����� ����� ����� ����� �~��� ����� ��~��

ºízx��¹����î� ���� ���� ���� ���� ���� �~�� ���� ���� ���� ���� ����

ö¼òõ��� ���~ ���� ���� ���~ ���� ���� ���� ���� ���� ���� �~��

úù;Ö ��� ��� �~� ��� ��� ��� ��� �~� ��~ ��� ���

ÿíýüû ��� ��� ��� ��� �~� ��� �~� ��� ��� ��� ���

 � RJ-GAAPNEBITDA=営業利益＋減価償却費＋のれん償却費

RIFRSNEBITDA=R営業利益±その他の収益および費用ー持分法利益＋減価償却費N

 × 調整後EPSの計算方法をIFRS適用に伴い、見直し

調整後EPS=R営業利益±その他収益・費用ー税金費用ー非支配持分に帰属する当期利益N÷期中平均発行済株式数R自己株式控除後N

MMLJKI［PDF］
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https://www.nissin.com/jp/ir/integrated/assets/static/pdf/highlight_of_finance_nonfinance/11years_financial.pdf
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�X ZY[]\ ba`_ ba`d baba bab`

kjhig nml npo nrr nru

kjhiz ~lu ~lo ~ln ~p�

kjhi� m�rpp m�r�~ m��rn m���o

�� o��l� o��nu o�m�~ o�nmn

W��P

ba`_ ba`d baba bab`

����]\ pmp�� pop�~ pl~�p p�p�p

W¡P

ba`_ ba`d baba bab`

©¨§¦¥]£ uu�p uu�r uu�r uu�l

WVSP

ba`_ ba`d baba bab`

¶µ²³±¯´®¬�]£ ��o ��r ��m ��m

W¡P

ba`_ ba`d baba bab`

ÃÁ½hÀ¿¾»¼¹¥]· n��~ n~�~ nr�� mr��

WVSP

ba`_ ba`d baba bab`

iÍkÊÈÆÌË�]Å ~p�o ~o�l ~o�l ~p��

]\ ÙÖÕÔÒÐÓØ×ÑÏ

]£ ÙÖÕÔÒÞßÜÛáåÝÚ

]· 当社ÐÓØ×ÝパØム油Ý調達量に占める日清食品、米Þ日清、ハンガリØ日清によ

るRSPQ認証パØム油Ý調達量

]Å ÙÖÕÔÒ日清食品、日清食品冷凍、日清チÓド

※COU排出量集計期間

・スコØ×1、2Ò2018年～2020年は年度、2021年は1月～12月で集計

・スコØ×3Ò2018年～2019年は年度、2020年～2021年は1月～12月で集計

環境O�L 

人3関連O�L(2022年3月末現在)

障がい者雇用率※1

W¡P

ba`_ ba`d baba bab`

障がい者雇�¥ n�~� n�mr n�m� n�mn

国籍O�L※2

W¡P

bab`

従業員割合 管理職割合

日本 ol l�

中国・香港 ~o ~m

ブÍジル ~u r

インド o n

そ¾他 ~r u

女性の割合※3

W¡P

bab`

正社員全体±占め®女性¾割� mo%

全管理職±占め®女性¾割� ~p%

幹部補佐±占め®女性¾割� ~p%

経営層±占め®女性¾割� ~n%

µ!��"Ë�部��営�部���h� �ン�部�

�
±占め®女性管理職¾割�
~p%

6<*5�9?47>40?4/?
-3;

職(±占め®女性¾割�
mn%

2021年F JI

管理職±占め®女性¾割�]Å r%
_]_\[^

d]b`a

]\ ÙÖÒ日清食品y、u|食品y、日清食品rhqスpoØt×lスyÝife

]£ ÙÖÒÞß・��ÐÓØ×�社Ý����社eW米Þ日清��~P

]· ÙÖÒÞß・��ÐÓØ×�社Ý�社e

]Å 日清食品yÝ社eW日清食品ÁØÓ¿ËンÐス、日清食品チÓド、日清食品冷凍²È

À³±°¯®る社e�Ä¬P

人3ÒÐÑO�L 

×Ö

https://www.nissin.com/jp/sustainability/achievement/?_ga=2.234770846.1296419310.1675392728-1740251577.1654073482
https://www.nissin.com/jp/sustainability/achievement/?&_ga=2.170348832.1296419310.1675392728-1740251577.1654073482#csr_date_employee
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https://www.nissin.com/jp/ir/integrated/assets/static/pdf/market_data/market_data_01.pdf
https://www.nissin.com/jp/ir/integrated/assets/static/pdf/market_data/market_data_02.pdf
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�xO¬LZ金額bT千円単位�算出[T億円単位未満s四捨五入[��示[��jR�TE訳�I計金額等��致[=�場I��*�hQ
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